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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭 と村をつくります。
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平

成

五

年

度

植

樹

祭

〈
五
月
二
十
一
日

森
林
体
験
科
学
館
〉

２～３ むらの話題

４～５ お知らせ

６～フ 交母だより

国保のしおり

８～９ 原子力だより

１０～１１ 教育だより

出稼ぎ現地の

みなさん

１２～１３ 保健婦だより

１４～１５ 年金だより

１６ 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

第
九
回
佐
井
村
が
ん
か
け
祭
り

六
月
六
日
、
津
軽
海
峡
文
化

館
（
ア
ル
ザ
ス
）
を
会
場
に
、

第
九
回
佐
井
村
が
ん
か
け
祭
り

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

恆
例
の
「
Ｒ
Ａ
Ｂ
杯
カ
ラ
オ

ケ
選
手
権
大
会
」
に
は
、
村
内

外
か
ら
多
数
の
人
が
参
加
。
自

慢
の
ノ
ド
を
披
露
す
る
と
、
観

客
か
ら
は
盛
ん
な
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

そ

の
ほ

か
、

。北
風

ぴ
ゅ
う

ぴ
ゅ
う
″
で
知
ら
れ
る
日
吉
ミ

ミ
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
、
矢

越
、
磯
谷
、
福
浦
、
川
目
地
区

の
婦
人
部
の
み
な
さ
ん
の
踊
り
、

ま
た
今
回
は
、
小
学
生
の
踊
り

も
加
わ
り
、
観
客
か
ら
は
盛
ん

な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
わ
び
の
稚
貝
を
放
流

去
る
五
月
十
三
、
十
八
月
の

二
日
に
わ
た
り
、
両
佐
井

の
六

万
七
千
個
を
は
じ
め
と
し
て
、

全
地
区
の
地
先
管
理
漁
場
及
び

大
規
模
増
殖
場
に
、
あ
わ
び
の

稚
貝
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
稚
貝
は
、
昨
年
五
月
下

旬
に
階
上
町
に
あ
る
青
森
県
栽

培
漁
業
公
社
と
、
仙
台
市
に
あ

る
東
北
発
電
工
業
（
仙
台
火
力
）

か
ら
、
平
均
殼
長
十
五
～
十
八

ｍ
の
も
の
を
購
入
し
、
漁
協
の

あ
わ
び
育
成
施
設
で
一
年
間
飼

育
し
た
も
の
で
、
放
流
数
は
約

三
十
三
万
個
と
こ
れ
ま
で
で
最

も
多
い
放
流
と
な
り
ま
し
た
。

あ
わ
び
は
、
成
貝
に
な
る
ま

で
三
～
四
年
か
か
り
ま
す
。

密
漁
は
絶
対
「
さ
せ
な
い
、

す
る
な
」
で
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
も
栽
培
公
社

か
ら
稚
貝
を
約
三
十
六
万
個
を

購
入
し
、
飼
育
を
開
始
し
ま
し

た
の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
「
作
り
育
て
る
漁
業
」
の
一

つ
と
し
て
施
設
を
見
学
し
て
く

だ
さ
い
。

佐
井
村
連
合
青
年
団

大
佐
井
川
河
川
清
掃

五
月
二
十
三
日
、
佐
井
村
連

合
青
年
団
（
宮
川
鉄
也
団
長
）

の
団
員
が
、
大
佐
井
川
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

河
川
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

川
の
中
は
、
空
き
缶
や
ビ
ン



元
気
い
っ
ぱ
い

大

運

動

会

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、

管
内
の
小
・
中
学
校
で
「
春
の

大
運
動
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
徒
競
走
や

技
走
・
玉
入
れ
や
綱
引
き
・
組

体
操
や
応
援
合
戦
な
ど
で
さ
わ

や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

そ
の
勢
い
に
負
け
じ
と
父
母

た
ち
も
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

ま
し
た
。

で
い
っ
ぱ
い
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
船
に
山
積
み
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ゴ
ミ
を
降
ろ
し
て
い

る
最
中
に
も
、
川
に
は
空
き
缶

が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
は
、
村
の

景
観
を
損
ね
る
ば
か
り
か
、
観

光
客
に
も
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
ま
す
。
み
ん
な
で
き
れ
い
な

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

第
五
回
大
間
町
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

六
月
八
日
、
大
間
町
内
山
公

園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
第
五
回

大
間
町
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
佐
井
村
か
ら
四
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
優
勝

大
間
Ｂ
チ
ー
ム

○
二
位

寿
会
Ｂ
チ
ー
ム

○
三
位

福
浦
チ
ー
ム



生

涯

学

習

「

県

民

の

つ

ど

い

」

参

加

者

募

集

県
民
の
生
涯
学
習
を
推
進
す

る
機
会
と
し
て
、
「
見
つ
け
よ

う

出
会
い
の
中
で

新
し
い

自
分
」
を
テ
ー
マ
に
各
種
の
催

し
出
や
体
験
教
室
等
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
、
ど

な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
■
期
日

七
月
九
日
～
十
一
日

■
会
場

青
森
県
総
合
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー

■

主

な

内

容

・
二
十
一
世
紀
を
考
え
る
こ
ど

叺
）サ
ミ`
ッ
ト

・
さ
わ
や
か
映
画
の
集
い

・
白
神
山
地
の
自
然
展

・
パ
ソ
コ
ン
と
遊
ぶ

・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り

・
親
子
パ
ン
づ
く
り

・
親
子
竹
馬
づ
く
り

（
親
子
パ
ン
づ
く
り
、
竹
馬
づ

く
り
は
人
数
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
）

④
詳
し
い
こ
と
は
、
青
森
県
総

合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ｎ

Ｈ

Ｋ

学

園

の

生

涯

通

信

講

座

で

学

習

を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学

習
通
信
講
座
秋
期
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

・
生
涯
学
習
通
信
講
座
で

は
、
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た

め
の
書
道
・
硬
筆
・
俳
句
・
短

歌
・
囲
碁
・
手
あ
み
な
ど
七
十

二
講
座
を
開
講
い
だ
し
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
生
涯
学
習
通

信
講
座
は
十
九
年
の
歴
史
が
あ

り
、
今
ま
で
に
二
六
〇
万
人
の

方
々
に
受
講
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
二
、
〇
〇
〇
人

の
講
師
陣
が
添
削
し
、
い
つ
で

も
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

■

申

込

受

付

七
月
三
十
一
日

ま
で

※
案
内
書
（
無
料
）
を
ご
希
望

の
方
は
、
（

ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
明
記
の
う
え
左
記
に
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

〒
一
八
六
－

○
一

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

ニ

ー
三
六

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
８
Ｅ
３
１
係
宛

酋
○
四
二
五
（
七
二
）
三
一
五
一

夏

だ

キ

ャ

ン

プ

だ

親

子

の

つ

ど

い

参

加

者

募

集

下
北
少
年
自
然
の
家
で
は
、

主
催
事
業
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ

ン
プ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
に
待
っ
て
い
た
夏
休
み
、
親

子
で
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
経
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
、
当
日
は
、
楽

し
い
活
動
を
準
備
し
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
直
接
下

北
少
年
自
然
の
家
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。

■

日

時

七

月

二

十

四

日

圉

～

七

月

二

十

五

日

㈲

■

場

所

青

森

県

立

下

北

少

年

自

然

の

家

■

対

象

小

学

校

三

年

生

～

中

学

生

ま

で

と

そ

の

保

護

者

一

〇

〇

名

（
一
）
申

し

込

み

は

、

下

北

少

年

自

然

の

家

ま

で

。

詳

し

い

資

料

と

申

込

書

を

送

り

ま

す

。

酋
○

一
七

五
（
三

四

）
五

八

五

八

７ 月 の 休 診 日

一 佐 井 診 療 所 －

５日・１２日・１９日・２６日

（月） （月） （月） （月）

患者送迎バス運行日



平
成
五
年
度
調
理
師
国
家
試
験

準
備
講
習
会
受
講
者
募
集

○

平

成

五

年

度

調

理

師

試

験

・
日
時

九
月
十
九
日
（
旦

午
前
十
時
～

・
場
所

青
森
山
田
高
等
学
校

・
願
書
受
付

県
環
境
保
健
部
生
活
衛
生

課
試
験
免
許
班

※
な
お
、
願
書
は
七
月
九
日

ま
で
む
つ
保
健
所
内

下

北
食
品
衛
生
協
会
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
郵
便
希
望

の
方
は
県
環
境
保
健
部
生

活
衛
生
課
ま
で
（
返
信
用

郵
便
切
手

二

言

円
を
同

封
し
、
封
筒
に
「
願
書
請

求
」
と
朱
書
す
る
。

○

受

験

準

備

講

習

会

・
日
時

九
月
一
日
、
二
日

午
前
九
時
～
午
後

四
時
三
十
分
ご
ろ

・
場
所

下
北
物
産
館

三

階
催
事
室

・
受
講
受
付

八
月
三
十
一
日
ま
で

詳
細
は
、
願
書
配
布
時

に
説
明
し
ま
す
。

④
問
い
合
わ
せ
先

下
北
食
品
衛
生
協
会

（
二
九
匸

ニ
ニ

ー
四

む
つ
保
健
所

（
二
四
）

匸

二
三

戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
の
み
な
さ
ま
へ

Ｉ
特
別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す
１

■
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還

を
終
え
た
戦
没
者
等
の
妻

及
び
父
母
等
で
、
次
の
要

件
を
満
た
す
方
に
改
め
て

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

・
第
十
回
特
別
給
付
金
「
い

号
」
国
債
を
受
け
た
戦
没

者
等
の
妻
で
、
平
成
五
年

四
月
一
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
権
利
を
有
し
て
い

る
方
に
、
額
面
一
八
〇
万

円
の
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
第
一
回
特
別
給
付
金
「
い

号
」
国
債
を
受
け
ら
れ
た

戦
没
者
の
父
母
等
で
、
平

成
五
年
四
月
一
日
現
在
に

お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
権
利

ま
た
は
受
け
る
資
格
を
有

し
、
か
つ
、
平
成
五
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

氏
を
同
じ
く
す
る
子
も
孫

も
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ

万
方
に
、
額
面
九
十
万
円

の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住

民
福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
下
さ
い
。

？

二
八
－

二
一
一
一

ザ マ ー ジャン ボ宝 くじ４

（別称＝市町村振興宝くじ）

７月２２日床から予約受付

この宝くじの収益金は、市町村の

災害対策と明るく住みよい街づくり

などに使われます。

『精 神 保 健 の 相 談 日 に つ い て 』

精神保健に関連した健康相談をむつ保健所で実施しています。

心の健康面で気になっていることや、老人性痴呆（いわゆるボケ）アル

コール問題などの相談に応じています。お気軽に相談においでください。

相談の日時や場所は次のとおりです。

平 成 ５ 年 度
大間町登記相談所開設計画表

青森地方法務局むつ支局

１ 開設日時 毎月第２水曜日（除く５・６月）
午前１０時～午後３時

２ 開設場所 大間町公民館
３ 人権相談所と併設（大間町人権擁護委員１名出席）



原
子
力
だ
よ
り

原
子
力
発
電
所
先
例
地
視
察

研
修
参
加
者
こ

般
住
民
）
の

募
集
に
つ
い
て

現
在
、
当
村
に
隣
接
す
る
大

間
町
に
お
い
て
電
源
開
発
㈱
に

よ
り
原
子
力
発
電
所
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
動
き

に
つ
い
て
広
報
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
た

り
、
実
際
に
原
子
力
発
電
所
を

見
て
原
子
力
発
電
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
今
般
、
次
の
要
領
に
て
先
例

地
視
察
参
加
者
（
一
般
住
民
）

を
地
区
別
に
募
集
い
た
し
ま
す

の
で
、
よ
り
多
く
の
住
民
（
特

に
未
視
察
者
）
の
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■

視

察

日

程

Ａ
コ
ー
ス

七
月
二
十
七
日
～

二
十
九
日

Ｂ
コ
ー
ス

ハ
月
二
十
四
日
～

二
十
六
日

Ｃ
コ
ー
ス

九
月
七
日
～

九
日

Ｄ
コ
ー
ス

九
月
二
十
八
日
～

三
十
日

Ｅ
コ
ー
ス

十
月
十
二
日
～

十
四
日

Ｆ
コ
ー
ス

十
月
二
十
六
日
～

二
十
八
日

Ｇ
コ
ー
ス

十
一
月
九
日
～

十
一
日

Ｈ
コ
ー
ス

十
一
月
二
十
四
日

上

手

六
日

Ｉ
コ
ー
ス

十
二
月
七
日
～

九
日

一

視

察

先

①
泊
地
点
②
女
川
地
点
③
東
海

①
柏
崎
刈
羽
地
点
⑤
浜
岡
地
点

⑥
敦
智
］
余

げ
ん
）
地
点
⑦
島

根
地
点

一

研

修

内

容

発
電
所
概
況
説
明
－

発
電
所
構

内
見
学
－

地
元
周
辺
施
設
等
の

視
察

■

募

集

対

象

者

・
満
十
八
歳
以
上
の
村
民

・
原
則
と
し
て
、
今
ま
で
の
原

子
力
発
電
所
視
察
研
修
回
数
が

一
回
ま
で
の
方

■

募

集

要

領

①
視
察
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

地
区
の
行
政
連
絡
員
へ
視
察
研

修
参
加
希
望
の
旨
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

行

政
連
絡
員
の
方
は
、
視
察

希
望
者
の
と
り
ま
と
め
を
お

願
い
し
ま
す
。）

②
視
察
研
修
参
加
者
の
人
数
が

ま
と
ま
っ
た
時
点
で
地
区
の
希

望
す
る
視
察
日
程
並
び
に
視
察

先
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

③
前
記
②
の
内
容
に
つ
い
て
。

「
原
子
力
発
電
所
先
例
地
視
察

研
修
申
込
書
（
一
般
住
民
）
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

役
場
企
画
財
政
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

④
応
募
人
数
が
二
十
名
を
超
え

る
場
合
は
、
二
班
に
分
か
れ
て

実
施
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

⑤
各
コ
ー
ス
（
視
察
日
程
）
は

各
地
区
か
ら
の
応
募
先
着
順
に

決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な

お
視

察
日

程

の
応

募

が
重

な
っ
た
場
合
は
、
第
二
希
望
に

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

⑥
視
察
先
は
、
受
入
先
の
都
合

等
に
よ
り
第
二
希
望
に
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
⑦
申
込
締
切
日

Ａ
コ
ー
ス

七
月
十
二
日

Ｂ
コ
ー
ス

ハ

月
九
日

Ｃ
コ

ー
ス

ハ
月
二
十
三
日

Ｄ
コ

ー
ス

九
月
十
三
日

Ｅ
コ
ー
ス

九
月
二
十
七
日

Ｆ
コ
ー
ス

十
月
十
二
日

Ｇ
コ
ー
ス

十
月
二
十
五
日

Ｈ
コ
ー
ス

十
一
月
八
日

ｆ上
コ
ー
ス

十
一
月
二
十
二
日

⑧
通
知
方
法

視
察
参
加
者
に
は
詳
細
日
程
を

別
途
通
知

い
た
し
ま
す
。

⑤
そ
の
他

・
村
主
催
の
視
察
研
修
と
し
ま

す
の
で
費
用
は
佐
井
村
の
条
例

に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。

・
視
察
実
施
前
に
事
前
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

・
視
察
参
加
者
全
員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

・
視
察
最
終
日
に
報
告
会
を
実

施
し
ま
す
。

・
視
察
に
は
、
村
及
び
電
源
開

発
㈱
の
職
員
が
随
行
し
ま
す
。

各

種

団

体

に

お

け

る

原

子

力

発

電

所

先

例

地

視

察

の

進

め

方

に

つ

い

て

現
在
、
原
子
力
発
電
所
先
例

地
視
察
研
修
は
、
「
一
般
住
民
」

と
「
各
種
団
体
」
と
に
区
分
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

一
般
住
民
の
原
子
力
発
電
所
先

例
地
視
察
研
修
目
的
は
、
原
子

力
発
電
所
を
実
際
に
見
る
こ
と

に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
安
全

性
に
つ
い
て
の
理
解
に
重
点
に

お
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
各
種

団
体
の
原
子
力
発
電
所
先
例
地

視
察
研
修
の
目
的
に
は
、
原
子



力
発
電
所
の
安
全
性
に
つ
い
て

確
認
す
る
こ
と
等
と
共
に
、
各

徑
団
体
の
振
興
・
発
展
に
役
立

て
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
い

ま
す
。
こ
の
各
種
団
体
の
福
察

目
的
を
果
た
す
た
め
に
、
各
種

団
体
の
原
子
力
発
電
所
視
察
研

修
は
、
次
の
よ
う
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
各
種
団
体
の
原
子
力

発
電
所
先
例
地
視
察
研
修
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
役
場
企
画

財
政
課
に
随
時
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
（
申
込
書
は
役
場
に

あ
り
ま
す
。

■

第

一

段

階

各
種
団
体
が
、
自
団
体
の
現

在
の
問
題
点
・
課
題
を
把
握
す

る
。

■

第

二

段

階

各
種
団
体
が
、
第
一
段
階
で

把
握
し
た
問
題
点
を
ど
の
よ
う

に
解
決
し
て
い
く
か
等
の
検
討

を
行
う
。

■

第

三

段

階

第
二
段
階
で
検
討
し
た
問
題

点
の
解
決
に
向
け
て
、
先
例
地

視
察
が
有
効
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
活
用
す
る
。

先
例
地
視
察
を
活
用
す
る
に

あ
た
り

①
事
前
説
明
会
の
開
催
（
先
例

地
視
察
参
加
者
へ
の
視
察
研
修

目
的
の
周
知
徹
底
）

②
事
後
報
告
会
の
開
催
催

筅

例
地
視
察
研
修
を
今
後
の
各
種

団
体
の
振
興
に
役
近
立
て
る
た

め
）
③
視
察
参
加
者
全
員
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
視
察
研
修
目
的
箇
所
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
原
子
力
発

電
所
址
周
辺
に
限
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

今
後
も
、
原
子
力
発
電
所
視

察
研
修
を
随
時
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
要
望
や

不
明
な
点
等
に
つ
き
ま
し
て
は

役
場
企
画
財
政
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登

三

凸

二
一
一
一

住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
役
立
つ

簡

保

資

金

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る

郵
便
局
の
簡
易
保
険
や
郵
便
年

金
の
積
立
金
は
、
公
共
施
設
の

整
備
資
金
と
し
て
村
に
還
元
融

資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

お
お
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
度
に
は
、
二
事
業

に
合
せ
て
二
億
六
千
四
百
九
十

万
円
か
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。

高

齢

者

生

活

福

祉

セ
ン

タ
ー
整
備
事
業

二

億

六

〇

九
〇

万

円

森

林

体

験

科

学

館

整

備

事

業

四

〇

〇

万

円

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立

金
の
還
元
融
資
で
み
な
さ
ん
の

生
活
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
飲

料
水
を
供
給
す
る
簡
易
水
道
施

設
の
整
備
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

佐
井
地
区
簡
易
水
道
施
設

は
、
平
成
元
年
度
か
ら
の
継
続

事
業
で
施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
か
ら
、平
成
四
年
度
は
、

三
千
七
百
五
十
万
円
の
還
元
融

資
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

牛
滝
地
区
簡
易
水
道
施
設
も
平

成
四
年
度
か
ら
平
成
六
年
度
ま

で
の
三
ヶ
年
事
業
で
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
か
ら
、
平
成
四
年

度
は
六
百
八
十
万
円
の
還
元
融

資
を
受
け
て
い
ま
す
。

手を結へ輸入で世界の国々と



赦
育
だ
よ
う

第
五
回

函
館
・
下
北
青
年
交
流
会

五
月
十
五
、
十
六
日
、
佐
井

村
で
第
五
回
函
館
・
下
北
青
年

交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
北
海
道
側
か

函
館
市
、
戸
井
町
、
椴
法
華
村
、

南
茅
部
町
、
恵
山
町
、
下
北
側

が
佐
井
村
、
大
間
町
、
風
間
浦

村
の
各
市
町
村
の
青
年
が
両
地

域
の
振
興
を
考
え
、
親
睦
を
深

め
合
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

十
五
囗
、
ア
ル
ザ
ス
し
お
さ

い
ホ
ー
ル
で
記
念
撮
影
後
、
懇

親
会
を
行

い
ま
し
た
。

は
じ
め
は
緊
張
気
味
で
会
話

も
あ
ま
り

さ
れ
な
か
っ
た
も
の

の
、
自
己
紹
介
が
終
わ
る
こ
ろ

に
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に
、
和
気

あ
い
あ
い
の
声

が
響

い
て
い
ま

し
た
。
つ
ぎ
に
願
掛
公

園
ケ
ビ
ン
（

ウ
ス
へ
会

場
を
移

動
し

ま
し

た
。
風

が
冷
た
く
、
震
之
な
が

ら
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲

ん
で
の
一
気
飲
み
大
会
や
夜
遅

く
ま
で
の
語
ら
い
な
ど
、
大
い

に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

十
六
日
に
は
村
内
施
設
の
見

学
、
仏
ケ
浦
観
光
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
波
が
高
く
船
が
欠

航
と
な
り
、
ス
ー
バ
ニ
ア
（

ウ

ス
で
買
物
を
し
た
あ
と
戸
井

町
、
椴
法
華
村
、
恵
山
町
は
午

前
中
の
フ
ェ
リ
ー
で
帰
り
ま
し

た
が
函
館
市
、

南
茅
部
町
の
要

望
で
、
陸
路
で

仏
ヶ
浦
へ
。
初

め
て
見
る
光
景

に
驚
き
の
声
を

あ
げ
て
い
ま
し

た
。こ
う
し
て
交

流
会
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
が
、

青
年
た
ち
が
再

会
を
誓
い
あ
っ

て
い
た
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

来
年
度
開
催

地
は
、
佐
井
村

と
姉
妹
町
で
あ

る
南
茅
部
町
で

行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
匸
励
ん
で
ど
う
れ
る
み
な
さ

ん
、
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
可
か
。

二

①
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
尽
、
洽
な
さ
ん
と
の

か
け
膕
で
す
。

現
地
で
①
情
報
、
畜
俚
匸

写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

全

国

安

全

週

間

実

施

中

七
月
一
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
の
一
週
間
は
、
全
国
安
全
週
間
で

す
。こ
の
安
全
週
間
は
、
「
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
対
策
と
安
全
意

識
の
高
揚
と
安
全
管
理
の
定
着
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

就
労
先
で
の
事
故
が
跡
を
絶
た
ず
、
災
害
事
故
に
対
応
し
た
安
全

管
理
の
徹
底
と
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
て

い
ま
す
。



姉
妹
町
村
青
年
交
流
会

六
月
十
二
日
、
十
三
日
姉
妹

町
村
で
あ
る
南
茅
部
町
で
姉
妹

町
村
青
年
交
流
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
、
佐
井
村
か
ら
七
名

が
参
加
。
今
回
も
南
茅
部
町
の

「
ひ

ろ
め
舟
祭
り
」

の
中
の
舟

こ
ぎ
に
出
場
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
南
茅
部
町
に
着
く
な
り
港

へ
向
か
い
、
地
元
青
年
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
練
習
し
ま
し
た
。

そ
の
夜
は
、
「
ひ

ろ
め
舟
祭

り
」

の
前
夜
祭
を
見
学
し
た
後

拮

兀
青
年
と
共
に
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。

次
の
日
、
舟
こ
ぎ
競
争
に
出

場
し
ま
し
た
。

前
日
の
練
習
の
お
か
げ
で
五

位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
二
日
間
の
交
流
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

太 田 杯 野 球 大 会

５月２７日佐井中グランド

優 勝Ｏ細川建設

準優勝Ｏとんねるず

第`３２回

佐井村民体育大会
と き：７月４日側

垠８：３０～

ところ：佐井中グランド

町 内 対 抗

ナ イ タ ー

ソ フ ト ボ ー ル

大 会

６月８日佐井小グランド

１

事

故

防

止

の

注

意

事

項

①
事
業
所
（
会
社
）
に
は
、
就
業
規
則
や
現
場
の

。
き
ま
夕

が
あ

る
の
で
、
責
任
者
の
指
示
に
従
い
注
意
を
よ
く
守
る
こ
と
。

②
働
く
現
場
が
危
な
い
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
こ
と
を
現
場
の
責
任
者

に
言
っ
て
、
な
お
し
て
も
ら
う
。

②
作
業
服
は
、
い
つ
も
清
潔
に
し
、
袖
口
や
ズ
ボ
ン
の
す
そ
は
し
っ

か
り
し
ぼ
り
、
は
き
物
は
作
業
に
適
し
た
安
全
靴
か
、
す
べ
り
止

め
の
よ
く
き
く
地
下
足
袋
を
は
く
。

①
現
場
で
は
、
従
事
す
る
作
業
に
適
し
た
、
保
護
め
が
ね
、
マ
ス
ク
、

耳
せ
ん
、
重
量
物
の
運
搬
等
に
は
、
保
護
手
袋
、
高
所
作
業
の
場

合
は
、
保
護
帽
や
安
全
帯
を
使
用
す
る
。

◇
－

◇
－

◇

ｉ

み
な
さ
ん
の
職
場
の
身
の
ま
わ
り
の
安
全
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
安
全
週
間
を
機
会
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
安
全
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

青

森

県

警

察

本

部

長

青
森
県
交
通
安
全
母
心
会
連
合
会
会
長

表

彰

を

受

け

て

六
月
三
日
、
大
間
警
察
署
署

長
室
に
て
、
佐
井
村
交
通
安
全

母
の
会
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
五
月
二
十
六
日
に

佐
井
村
が
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

几

五
〇
〇
日
を
達
成
し
て
表

彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
も

一
重
に
村
民
の
み
な
さ
ま
の
協

力
の
も
と
に
達
成
で
き
た
も
の

と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
村
民
の
み
な

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
交
通
事

故
に
少
し
で
も
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張

っ
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

交
通
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
四
千

日
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

７ ，１１１ヨ現 在

交通事故死ゼ囗

３

，

５３６
日

自 動 車 に 乗 っ た ら

シ
ー ト ベ ル ト

●シートベルトとヘルメッ

ト、どちらも命を守る大切

なもの忘れずに正しく着用

しましょう。

バイクを１１５１するときは

ヘルメット

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県 内（７）交 追１事 故 櫚１１兄
（平成 ５年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から
夏の交通安全運動

実施期間
７月２１日～７月３０日

運転の重点
１ 飲酒運転の追放
２ シートベルトの正しい着用の徹底
３ 子どもと高齢者の交通安全防止
４ 違法駐車の締め出し

★交通ルールを守って 夏を楽しく安全に
毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼロの日

シートベルト しめる心が 身を守る

平成５年暴走族追放運動
期 間 年間随時
実施目標
１ 暴走行為を許さない世論の醸成
２ 暴走行為をさせないための環境づくり
３ 車両の不正改造の防止
スローガン
暴走はしない させない 許さない



ス

ト

ッ

プ

マ

ー

ク

作

業

を

終

え

て

こ
こ
何
年
も
、
子
供
の
飛
び

出
し
防
止
の
意
味
で
黄
色
の
足

型
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
そ
の
時

期
が
來
て
み
な
さ
ん
と
検
討
し

た
結
果
、
今
回
は
各
理
事
に
回

し
て
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
供
だ
け
で
な
く
、
大
人
も

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
の
上
で
左
右

確
認
を
し
て
か
ら
進
む
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
く
れ

ぐ
れ
も
い
た
ず
ら
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

少
し
で
も
事
故
防
止
に
役
立

て
れ
ば
と
願
い
を
込
め
て
つ
け

て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

国

保
の
し

お
り

国
保
と
交
通
事
故

○

国

保

が

加

害

者

に

治

療

費

を

請

求

し

ま

す

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の

行
為
に
よ
る
け
が
で
、
被
害
者

側
に
重
大
な
過
失
が
な
け
れ

ば
、
国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
の

治
療
費
は
、
そ
の
全
額
ま
た
は

一
部
を
、
当
然
加
害
者
側
か
負

担
す
べ
き
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

被
害
者
に
は
ま
ず
国
保
で
治
療

を
受
け
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、

国
保
が
そ
の
医
療
費
を
被
害
者

に
代
わ
っ
て
加
害
者
に
請
求

し
、
返
し
て
も
ら
う
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き
に

は
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
に
事
故
証
明
書
（
自
動
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で

発
行
し
て
も
ら
い
ま
す
）
を
添

付
し
て
な
る
べ
く
早
く
、
家
族

か
代
理
人
の
方
が
国
保
の
窓
口

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○

示

談

の

と

き

は

そ
の
前
に
国
保
に
必
ず

届

け

出

る

加
害
者
と
示
談
す
る
と
き
は

そ
の
前
に
必
ず
国
保
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
示
談
の
内
容
に

よ
っ
て
は
、
国
保
が
加
害
者
に

医
療
費
の
請
求
が
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。
後

遺
症
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
示

談
は
慎
重
に
、
国
保
と
相
談
し

な
が
ら
進
め
る
べ
き
で
す
。

医 療 費の状況

〔３月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，５９１人

退職者医療 加入者数 ６５人

老人医療 対象者数 ４８９人



保 健 婦 だ よ り

骨や筋肉・

関節の病気は

加齢とともに

増加する

～年に一度は

健診を～

国

若

者

や

子

ど

も

が

疲

れ

や

す

い

の

は

腰

が

弱

い

た

め

全
国
の
小
学
校
の
体
力
テ
ス

ト
の
デ
ー
タ
で
、
子
ど
も
た
ち

の
背
筋
力

が
落
ち
て
き
た
と
い

わ
れ
た
の
で
、
昭
和
五
十
年
代

初
め
の
頃
。
全
国
的
に
み
た
子

ど
も
の
背
筋
力
も
昭
和
五
十
年

代
後
半
に
一
度
あ
が
っ
た
も
の

の
、
ま
た
落
ち
て
き
て
い
ま
す
。

腰
の
関
節
が
柔
軟
性
を
失
い
、

上
半
身
の
姿
勢
を
調
節
す
る
役

割
を
も
つ
脊
柱
起
立
筋
の
活
動

が
落
ち
て

い
る
た
め
で
す
。
よ

く
か
ら
だ
を
動
か
し
て
仕
事
を

し
て
い
た
時
期
に
は
腰
の
関
節

や
筋
肉

に
大
き
な
影
響
が
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
動
か
な
い
生

活
に
な
っ
て
、
腰
の
ま
わ
り
に

い
ち
ば
ん
大
き
な
影
響
が
あ
ら

わ
れ
始
め
た
の
だ
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
小
学
生
の
よ
く
遊
ぶ
子
五
人

と
、
教
室
に
こ
も
り
が
ち
な
子

五
人
を
対
象
に
研
究
し
た
結
果

遊
ぶ
子
は
、
自
転
車
こ
ぎ
の
よ

う
な
動
的
な
運
動
で
も
、
背
筋

力
を
一
定
に
維
持
す
る
静
的
な

運
動
で
も
、
脊
柱
起
立
筋
が
よ

く
使
わ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、

遊
ば
な
い
子
は
、
同
じ
運
動
を

す
る
の
に
、
腰
の
筋
肉
を
あ
ま

り
使
わ
ず
、
肩
や
脚
、
腕
な
ど

ほ
か
の
部
分
の
筋
肉
を
た
く
さ

ん
使
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
よ
く
、
遊
ぶ
子
が
三
〇
～

五
〇
％
の
力
で
す
る
脊
柱
起
立

筋
に
よ
る
背
筋
の
伸
展
運
動

を
、
遊
ば
な
い
子
は
七
〇
～
八

○
％
ぐ
ら
い
だ
さ
な
い
と
で
き

ず

、

よ

く

遊

ぶ
子

で

は

ま

だ

余

裕

が

あ

る

の

に

遊

ば

な

い

子

は

早

い

う

ち

に

脊

柱

起

立

筋

の
活

動

が

百

％

に

達

し

て

し

ま

い

ま

す

。

で

す

か

ら
当

然

、

疲

れ

や

す

く

な

る

わ

け

で

す

。

実

際

、

腰

が
柔

軟

で

強

い
こ

と

が

、

運

動

は

も

ち

ろ

ん

、

人

間

の

す

べ

て

の

活

動

の

基

本

で

す

。

小

学

校

の

時
代

か

ら

、

足

腰

を

き

た

え

る
こ

と

が
必

要

で

す

。

足

腰

の

筋

肉

を

き

た
え

ら

れ

る

の

は

、

二

十

歳

ぐ

ら

い

ま

で

。

子

ど

も

の

頃

に

運

動

を

し

て

脳

か

ら

の

刺

激

を

与

え

な

い

と

、

筋

肉

が
大

人

の
筋

肉

に

な

ら

な

い

と

い

う

説

も

あ

る

と

の

こ

と

。

勉

強

以

前

に

、

子

ど

も

の

と

き

に

し

か

で

き

な

い
大

事

な

こ

と

が

あ

る

よ

う

で

す

。

（
図

士

回

骨

・
筋

肉

・
関

節

の

老

化

を

防

ぐ

中

年

以

降

に

腰

脊

痛

を

お

こ

こ
っ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

す

王

な

疾

患

は

骨

粗

粒

症

と

変

形

性

脊

椎

症

の

二

つ

で

す

。

骨

粗

鬆

症

に

つ

い

て

は

、

昨

年

の

９

・

１０

月

号

に

掲

載

し

た

の
で
皆
さ
ん
ご
存
知
の
こ
と
と

思

い
ま
す
が
、
骨
が
軽
石

の
よ

う
に
ス
カ
ス
カ
に
も
ろ
く
な
る

も
の
で
す
。
い
っ
ぽ
う
変
形
脊

椎
症
と
は
、
骨
に
ト
ゲ
が
で
た

よ
う
な
変
形
を
お
こ
す
病
気
で

す
。
三
十
歳
代
後
半
く
ら
い
か

ら
変
形
性
脊
椎
症
と
し
て
の
変

化

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
す
。

変
形
性
脊
椎
症
は
女
性
よ
り

男
性
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
骨

粗
鬆
症
と
相
反
し
て
、
こ
の
病

気
の
初
期
に
お
い
て
は
骨
中
の

カ
ル
シ
ウ
ム
量
は
多
い
の
で
す

が
、
年
齢
の
進
行
と
と
も
に
、

や
は
り
骨
粗
鬆
症
を
免
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち

骨
粗
鬆
症
と
変
形
性
脊
椎
症
が

共
存
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

加
齢
に
よ
り
骨
が
変
形
し
、

そ
の
結
果
神
経
が
圧
迫
さ
れ
、

腰
背
痛
を
ひ
き
お
こ
す
の
で
す
。

次
に
、
関
節
痛
に
っ
い
て
で

す
が
、
原
因
と
な
る
病
気
の
筆

頭
は
変
形
性
膝
関
節
症
で
す
。

こ
れ
は
骨
の
変
形
と
、
軟
骨
の

消
耗
お
よ
び
す
り
き
れ
に
よ
り

お
こ

る
関
節
炎
で
す
。
発
生
頻

度
は
年
齢
と
と
も
に
上
昇
し
ま

ツ叨
３６
。
宍

康
相
談
日

白

浜

２９２
Ｅ
（

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

７
日
水

母
親
教
室

時
間

午
前
１０
時
～

午
後
２
時

場
所

ア
ル
ザ
ス

２
階

海
峡
の
間

基
本
健
康
診
査
の
結
果
報
告

及
び
事
後
指
導

１４
日
水

福
浦
地
区

２３
日
蚩

磯
谷
地
区

時
間
・
場
所
は
、
後
日
連
絡

し
ま
す
。

２０
日
天

川
目
地
区
看
護
教
室

及
び
食
生
活
講
習
会

時
間

午
前
１０
時
～

午
後
２
時



す
が
、
男
性
よ
り
女
性
に
や
や

頻
度
が
高
く
み
ら
れ
ま
す
。

発
生
す
る
部
位
で
頻
度
の
高

い
と
こ
ろ
は
、
手
指
の
も
っ
と

も
先
の
爪
の
す
ぐ
そ
ば
の
関
節

と
膝
関
節
で
す
。

固

成

人

病

の

予

防

。

治
療

が
整
形

外

科
の

病

気

を

防

ぐ

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
病
気

を
生
活
の
な
か
で
予
防
す
る
こ

と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
の

成
人
病
を
予
防
し
、
肥
満
を
解

消
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

病
気
を
早
く
発
見
し
て
治
療
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
予

防
の
際
に
は
健
全
な
食
生
活
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
骨
の
形
成
に

重
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
十
分
と
る
よ
う
に
こ
こ

ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。
（
図
２
）

ま
た
、
年
齢
と
と
も
に
低
下

す
る
筋
力
を
運
動
に
よ
っ
て
維

持
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
筋

力
の
低
下
は
骨
粗
鬆
症
を
ま
ね

き
ま
す
し
、
変
形
性
関
節
症
を

進
行
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
よ
い
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
そ

れ
だ
け
病
気
か
ら
遠
ざ
か
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

肥満は腰痛の敵です

太っていると、 図 のようにおなかの 圧 力 が小さくなってしまい、

重心 位置（↓）が前 にくるため に腰 が そってしまいます。この

ため、 椎間 関 節の 負担 が かかり痛み が 起きます。

場

所

川

目

地

区

生

活

改

善

セ

ン

タ

ー

２６

日

圓

乳

児

相

談

・

離

乳

食

実

習

時

間

午

前

１０

時

～

午

後

１

時

場

所

ア

ル

ザ

ス

２

階

海

峡

の
間

対

象

平

成

４

年
一
１１一
月

～

１２

月

生

平

成

５

年

１

月

～

３

月

生

２７

日

天

老

人

健

康

教

室

時

間

・

場

所

等

詳

し

い

こ

と

は

、

後

日

連

絡

し

ま

す

。

２８

日

水

リ
（

ビ
リ

教

室

時

間

午

後

１

時

～

３

時

場

所

高

齢

者

生

活

福

祉

セ

ン

タ

ー



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

０ ０１７７－２３－２３７９

所
得
税
の
予
定
納
期
（
第
一
期
分
）

所
得
税
の
予
定
納
期
第
一
期

分
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く
。

納
期
は
七
月
一
日
か
ら
七
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
が
、
今
年

の
場
合
は
、
七
月
三
十
一
日
が

土
曜
日
で
す
の
で
、
八
月
二
日

が
納
期
限
と
な
り
ま
す
。

所
得
税
は
、
前
年
分
の
納
税

額
を
基
に
計
算
し
た
予
定
納
税

基
準
額
が
十
五
万
円
以
上
の
と

气

七
月
（
第
一
期
）
と
十
一

日
（
第
二
期
）
に
予
定
納
税
を

し
て
、
翌
年
の
確
定
申
告
で

Ｉ

年
間
の
税
金
を
精
算
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

社

会

に

生

き

る

税

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私

た
ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
社
会
福
祉
の
充

実
、
住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教

育
や
科
学
の
振
興
な
ど
、
そ
の

活
動
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や

地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
共
同
社
会
を
維
持
す

る
た
め
の
い
わ
ば
会
費
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
税
金

を
納
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
税

金
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て
も
十

分
に
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国

民

年

金

は

任

意

加

入

で

き

ま

す

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、

必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
強
制
加

入
と
い
い
ま
す
。）

し
か
し
、
次
の
人
は
国
年
民

金
の
強
制
加
入
者
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば

国
年
民
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

存

意
加
入
と
い

い
ま
す
。）

①
日
本
国
籍
で
外
国
に
住
ん
で

い
る
二
十
歳
か
ら
六
十
四
歳

ま
で
の
人

②
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
五

十
九
歳
ま
で
の
人
で
、
厚
生

年
金
（
共
済
組
合
）
の
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

る
人ま
た
、
六
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
の
人
で
年
金
を
受

け
る
た
め
の
不
足
期
間
が
五

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
任
意
加

人
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
年
金
を
受
け
る
た

め
の
期
間
が
あ
っ
て
も
、
過

去
に
保
険
料
の
納
め
忘

れ

や
、
免
除
の
期
間
が
あ
る
人

は
、
任
意
加
入
す
る
こ
と
に

よ
り
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

保
険
料
は
月
額
一
〇
、
五
〇

〇
円
（
平
成
五
年
度
分
）
で
す

が
、
任
意
加
入
に
は
保
険
料
の

免
除
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
老
齢

基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
て
受
給

し
て
い
る
人
は
、
任
意
加
入
で

き
ま
せ
ん
。



小

さ

な

改

造

大

き

な

安

心

青
森
県
高
齢
者
等
住
宅
増
改
築
資
金
融
資
制
度

『
シ

ニ

ア

ハ

ツ

匕

Ｉ

囗

・
・
Ｉ
ン

』

県
で
は
、
平
成
五
年
度
の
新

規
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
や
身

体
障
害
者
の
方
が
家
を
増
改
築

す
る
際
に
、
長
期
で
低
利
な
資

金
を
お
貸
し
す
る
制
度
を
創
設

し
、
五
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

屆
融

資

対

象

者

高
齢
者
、
身
体
障
害
者

二

～
四
級
）
並
び
親
族
の
方
で
前

年
の
所
得
が
一
千
万
円
以
下
の

方
。

一

対

象

工

事

高
齢
者
等
向
け
住
居
の
増
改

築
。

一

融

資

限

度

額

三
〇
〇
万
円
以
内

」
償

還

期

間

十
五
年
以
内

一

融

資

利

率

二
・
九
四
％

詳
し
い
こ
と
は
、
青
森
銀
行
、

み
ち
の
く
銀
行
の
窓
口
ま
た
は

財
団
法
人
青
森
県
長
寿
社
会
振

興
財
団
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

公
○
一
七
七
（
七
七
）
六
三

コ

平

成

五

年

度

移

動

年

金

相

談

所

を

開

設

し

ま

す

む
つ
社
会
保
険
事
務
所
で
は

厚
生
年
金
、
お
よ
び
国
民
年
金

の
被
保
険
者
、
受
給
権
者
の
利

便
を
図
る
た
め
、
移
動
年
金
相

談
所
を
大
間
町
立
公
民
館
で
開

催
し
ま
す
。

■
実
施
時
期

九
月
十
六
日
水

十
時
～

■
相
談
内
容

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
に
関

す
る
相
談
（
届
書
の
受
付
、
期

間
の
照
会
等
）

■
持
参
す
る
も
の

○
厚
生
年
金
被
保
険
者
保
険
証

ま
た
は
、
年
金
手
帳

○
職
歴
書
（
メ
モ
書
し
た
も
の
）

○
印
鑑
（
お
し
ら
せ
）

夜
に
な
っ
て
も
、
最
低
気
温
か

二
十
五
度
以
下
に
下
が
ら
な
い
日

を
熱
帯
夜
と
い
い
ま
す
。
暑
か
っ

た
一
日
が
終
わ
り
、
太
陽
が
沈
ん

で
ホ
ッ
と
し
た
も
の
の
温
度
が
一

向
に
下
が
ら
ず
、
寝
苦
し
い
思
い

を
す
る
の
が
熱
帯
夜
で
す
。

で
は
、
日
本
は
熱
帯
夜
が

年
間
で
何
日
く
ら
い
あ
る
の

で
し
ょ
う
。
平
均
す
る
と
、

沖
縄
で
は
二
か
月
半
、
東
京

は
半
月
、
札
幌
で
は
熱
帯
夜

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
特
に

寝
苦
し
い
夜
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
せ
ん
か

東
京
の
例
で
す
が
、
昭
和
二
十

六
年
か
ら
五
十
五
年
ま
で
の
三
十

年
間
で
、
六
～
九
月
ま
で
の
熱
帯

夜
の
平
均
日
数
は
、
十
四
・
四
日

で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
杰
が

高
度
成
長
の
波
に
乗
り
始
め
た
昭

和
三
十
六
年
か
ら
、
経
済
大
国
の

名
を
確
立
し
た
平
成
二
年
ま
で
の

三
十
年
間
で
、
六
～
九
月
ま
で
の

熱
帯
夜
の
平
均
日
数
は
、
十
八

。

二
日
で
し
た
。
六
月
を
除
い
て
、

各
月
と
も
後
者
の
ほ
う
が
熱
帯
夜

の
日
数
が
多
く
、
合
計
で
は
三
・

八
日
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
地
球
の
温

暖
化
が
原
因
と
い
う
よ
り
も
、
ク

ー
ラ
ー
の
普
及
、
鉄
筋
ビ
ル
の
増

加
な
ど
、
環
境
変
化
の
影
響
が
大

き
い
の
で
は
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
熱
帯
夜
で
も
ク
ー
ラ

ー
の
お
か
げ
で
、
寝
苦
し
い
思
い

を
し
な
い
で
す
む
よ
う
に
な
っ
て

い

る
の

は

た

し

か
で

す

。

生

活

が

便
利

に

な

る

一
方

で

、

思

わ

ぬ
災

害

が

起
こ

っ

て

い
ま

す

。

子

ど

も

や

お
年

寄

り

の
交

通

事

故

、

ガ

ス
爆

発

な

ど
、

身

の

回

り
で

も

さ

ま

ざ

ま
な

災

害

が

後

を

絶

ち

ま

せ

ん
。

七

月

一
日

は
、「
国

民
安
全
の
日
」
で
す
。
二
の
日
を

機
会
に
、
も
っ
と
事
故
防
止
に
関

心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。



豆

腐

の

料

理

上
か
ら
抑
え
る
よ
う
に
切
る

豆
腐
は
、
日
本
人
の
食
生
活

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
最
近
は
海

外
で
も
、
健
康
食
品
と
し
て
人

気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

豆
腐
は
柔
ら
か
い
の
で
、
水

で
冷
や
す
と
き
に
蛇
口
か
ら
直

接
水
を
当
て
る
と
形
が
崩
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
豆
腐
を
ゴ

ー
ル
に
入
れ
、
蒸
し
器
の
中
ぶ

た
を
そ
の
上
に
か
ぶ
せ
て
木
を

流
す
と
、
豆
腐
に
直
接
当
た
り

ま
せ
ん
。
水
道
の
水
は
、
細
く

出
し
ま
し
ょ
う
。

切
り
方
に
も
、
豆
腐
の
形
を

崩
さ
せ
な
い
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

野
菜
な
ど
を
ま
な
板
の
上
で
切

る
と
き
は
、
普
通
は
右
か
ら

切
っ
て
い
き
ま
す
が
、
豆
腐
は

左
か
ら
右
に
向
か
っ
て
切
っ
て

い
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
左
手
で

切
れ
た
豆
腐
を
支
え
な
が
ら

切
っ
て
い
け
る
の
で
、
倒
れ
た

り
崩
れ
た
り
す
る
心
配
が
あ
り

ま
せ
ん
。
途
中
で
向
き
を
変
え

る
と
き
は
、
豆
腐
を
動
か
す
の

で
は
な
く
、
ま
な
板
を
回
し
ま

す
。豆
腐
は
、
み
そ
汁
の
具
の
代

表
格
で
す
。
さ
い
の
目
に
細
か

く
切
る
と
き
は
、
手
の
平
に
の

る
大
き
さ
に
豆
腐
を
切
り
、
片

手
に
豆
腐
を
の
せ
そ
の
上
で
切

り
ま
す
。
上
か
ら
抑
え
る
よ
う

に
し
て
切
り
ま
す
。

豆
腐
は
熱
し
過
ぎ
る
と
、
す

（
泡
の
よ
う
な
多
く
の
穴
）
が

入
り
ま
す
。
一
％
ぐ
ら
い
の
薄

い
塩
水
を
つ
く
り
、
熱
す
前
に

二
十
分
ほ
ど
つ
け
て
お
く
と
す

が
入
り
に
く
く
な
り
、
煮
崩
れ

も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
湯

豆
腐
を
直
接
入
れ
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

さ
て
、
豆
腐
を
使
っ
た
な
べ

料
理
で
は
、
な
ぜ
底
に
昆
布
を

敷
く
の
で
し
ょ
う
。
「
だ
し
を

と
る
た
め
」
「
な
べ
の
底
に
具

が
っ
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
」

は
、
当
た
り
前
で
す
ね
。
実
は

も
う
一
つ
、
す
が
入
ら
な
い
よ

う
に
と
い
う
大
事
な
役
目
が
あ

り
ま
す
。
昆
布
を
な
べ
の
底
に

敷
く
こ
と
で
、
豆
腐
を
直
接
熱

し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

の
で
す
。

良い電気設備で

安全に
正しく使って

明るい暮らし

「電気の安全」

あなたとわたしの愛ことば （財）東北電気保安協会

満１歳になります

中 村 圭 亮ちべ

（弘喜・綾子）
原 田

戸籍の窓口
６月１４日現在

○お誕生おめでとう

山本 竜馬（秀 文）古佐井

○ご結婚おめでとう

Ｇ田中 幸夫（福 浦）

冨澤 真弓（鰺ヶ沢町）

１間山 浩美（古 佐 井）

笹本ゆかり（君 津 市）

１坂本 博文（東 通 村）

［Ｌ１本 博美（大 佐 井）

１樋口 昭浩（古 佐 井）

［ＬＩ田久美子（東 京 劃Ｓ）

（坂本 春彦（古 佐 井）

大類 政美（砂 川 市）

○おくやみ申し上げます

高橋 だけ（章 子）牛 滝

横浜 キサ（源三郎）大佐井

川岸 稔武（ト シ）古佐井

５月３１日現在人口（前月比）

男 １，７８５（一石）

女 １，８０１（一耳）

計 ３，５８６（－９）

世帯数 １，１０９（－１）
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